































































































































トル 53 センチで大きいですが、これで半分です。2 面あったそうで、もう 1 面が残って







　この算額は福島県田村市にある安倍文殊堂に奉納されたもので、横 6 メートル 20 セン
チ縦 140 センチメートルで最大の現存算額です。原寸大のポスターを持っているのです
が、大きくてとても運べないので、本日は紹介できません。ここの最後の問題は高校の数
















































　算額のここに問題があります。男女を合わせて 307 人います。女性は男性より 3 人少
ないです。それぞれ男女何人ずつですかという問題です。それから、お酒が 2 石、つまり
2000 合あります。女性は男性よりも 3 合少なく飲みました。男は 1 人当たり、何合を飲
んだかという問題があります。外国で紹介するにあたり、2000 ボトルにしたかったので、
ここはわざと 2000 合にしています。数学の得意な方はすぐできてしまうと思いますが、
合わせて 307 人で、女性が男より 3 人少ないので、3 を引いて、半分にすればいいのです。
3 を引いた 304 を半分にすると、女性が 152 人となります。
　2 問目は少し面倒ですが、男性一人が飲む量を X と置けば求められます。女性が 152 人、
男性が 155 人です。簡単な計算ですが、155 人の男性が X として、女性は 3 合少ないので













が不明でしたので小型にして復元しました。30 ～ 40 センチで小さいものです。元のタイ



































12 歳（井口百一郎）で、正方形の中の四つの円の面積関係を計算します。3 番目は 10 歳（日
比野平之丞）の少年による図形問題です。この図形問題はしっかり解くと、答えが 2 分の















ます【表 1】。1 番目は 1683 年（天和 3 年）の奉納で既に江戸時代が始まっていますが、横































































































































































はひもで 100 個を結びます。それで商売をするときに、お互いに 100 個を半分にすること
があります。100 個の半分は 50 個、その次の半分が 25 個で、半分にする操作はこれで終
わります。それでは困るので、半分にすることが何回もできる 96 を使い、96 個を結んで
100 個とするという変な計算方法があるのです。本当に面倒くさいのですが、当時の人は
慣れているのかその交換でよかったようです。この交換について数学的に説明すると長く
なります。奈良時代からしていたようです。「九六銭」といいますが、96 は 2 の倍数が多い


































































































































伊豆の国市というところで、1802 年の算額です。現在は 200 キロメートルの距離を、新






















　全国のデータを拾いましたが、1883 年（明治 16 年）に文部省が全国の旧藩に対して寺子
屋の調査集計をして 1893 年（明治 26 年）に出版したのが『日本教育史資料』です。ここか
ら知多地区の寺子屋を抜き出したのが【表 3】です。愛知県の研究者がさらに寺子屋の数を
調査したら、愛知県だけでさらに約 4 倍の数が出ました。そのため、江戸後期と明治の寺
子屋数は資料の約 4 倍だというのが定説です。『日本教育史資料』の 1 万 5512 の 4 倍なので、
6 万 2000 以上の寺子屋が全国にあったというのが定説です。私は本の関係で知ったので










　これは愛知県の寺子屋の戸数で、1700 年ぐらいから急激に増えました。算額も 1700 年
ぐらいに全国的に増えました。一致しているということは、1700 年から 1800 年にかけて、
日本の初等教育はとても充実しました。ロンドンやパリが 10 ～ 20 パーセントというとき
に、日本の識字率は 90 パーセントというのは当たっていて、このデータではっきりしま
した。これはすごいことです。明治になって全てをつぶし、国家統制を勧め、全ての子供













































1 1683 年（天和 3 年）　栃木県佐野市　星宮神社  横 180cm　縦 90cm
2 1686 年（貞享 3 年）　京都市　北野天満  横 190cm　縦 95cm
3 1691 年（元禄 4 年）　京都市　八坂神社  横 124cm　縦 93cm
4 1695 年（元禄 8 年）　山形県鶴岡市　遠賀神社  横 45cm　縦 94cm
5 1701 年（元禄 14 年）　福井県武生市　大塩八幡宮 横 118cm　縦 69cm
6 1726 年（享保 11 年）　埼玉県本庄市　正観寺  横 67cm　縦 31cm
7 1741 年（元文 6 年）　岩手県胆沢郡　不動尊  横 220cm　縦 66cm
8 1743 年（寛保 3 年）　岩手県遠野市　鞍迫観音  横 76cm　縦 23cm
9 1752 年（宝暦 2 年）　愛知県知多郡南知多町豊浜　光明寺 横 180cm　縦 45cm
10 1754 年（宝暦 4 年）　愛知県知多郡南知多町内海　泉蔵院 横 180cm　縦 45cm
11 1759 年（宝暦 9 年）　宮城県仙台市　大崎八幡  不明
12 1765 年（明和 2 年）　京都府八幡市　石田神社  横 193cm　縦 58cm
13 1767 年（明和 4 年）　滋賀県栗太郡　善勝寺  横 66cm　縦 30cm
14 1771 年（明和 8 年）　愛知県知多郡美浜町野間　大御堂寺 横 180cm　縦 45cm
1
1752 年（宝暦 2 年）　　知多郡南知多町豊浜　光明寺
　榎本章清　大岩則重　横 180cm　縦 45cm
2
1754 年（宝暦 4 年）　　知多郡南知多町内海　泉蔵院
　榎本章清　　　　　　横 200cm　縦 45cm
3
1771 年（明和 8 年）　　知多郡美浜町野間　　大御堂寺
　榎本章清　　　　　　横 222cm　縦 70cm
4
1806 年（文化 3 年）　　知多市佐布里　　　　如意寺
　伊藤慶至　　　　　　横 73cm　縦 39cm
5
1840 年（文化 7 年）　　知多郡武豊町　　　　堀田稲荷
　稲生氏　　　　　　　横 107cm　縦 77cm
6
1846 年（弘化 3 年）　　知多郡美浜町野間　　唯心寺
　谷川氏　　　　　　　横 98cm　縦 48cm
7
1883 年（明治 16 年）　　半田市平地町　　　　神明神社
　竹内善七　　　　　　横 71cm　縦 40cm






仮番号 学科 支配陣屋 所在地 男教師 男子生徒 女子生徒 調査年代 身分 習字師氏名
1 R Y 古場村 男 1 20 明治三（1870）年 僧 三輪善應
2 R Y 苅谷村 男 1 30 明治四（1871）年 僧 水野為三
3 R Y 熊野村 男 1 15 明治三（1870）年 神官 高松房重
4 R Y 廣目村 男 1 12 明治二（1869）年 僧 千賀諦道
5 R Y 坂井村 男 1 25 明治二（1869）年 僧 岩川鶴翁
6 R+M Y 大谷村 男 1 35 明治四（1871）年 僧 杉浦達宗
7 R+M Y 大谷村 男 1 10 5 安政四（1857）年 商 大岩弥平治
8 R+M Y 小鈴谷村 男 1 20 明治四（1871）年 神官 松田四郎
9 R+M Y 金山村 男 1 35 8 明治四（1871）年 僧 近藤傳翁
10 R Y 多屋村 男 1 15 5 慶應元（1865）年 神官 井上播摩守
11 R Y 常滑村 男 1 50 15 慶應元（1865）年 僧 靑柳俊芳
12 R Y 加木屋村 男 1 56 安政五（1858）年 医 久野兵馬
13 N 富貴村 男 1 25 慶應二（1866）年 僧 井田慈見
14 R N 東大高村 男 1 18 7 慶應二（1866）年 僧 池田越道
15 R N 富貴村 男 1 25 5 慶應二（1866）年 僧 大田秀鳳
16 R N 東大高村 男 1 20 3 慶應二（1866）年 神官 森下次郎
17 R N 大府村 男 1 26 3 慶應二（1866）年 医 井村弐郎
18 R N 森岡村 男 1 41 11 慶應元（1865）年 商 間瀬安兵衛
19 N 森岡村 男 1 16 慶應三（1867）年 僧 島谷翠岩
20 R+M N 横根村 男 1 38 6 明治四（1871）年 神官 山口立見
21 R+M N 北崎村 男 1 32 8 明治四（1871）年 僧 三島了眼
22 R N 岡田村 男 1 18 明治四（1871）年 僧 虎渓玄韶
23 R+P N 生濱村 男 1 15 2 明治四（1871）年 修験 白井大守
24 R Y 柿並村 男 1 100 10 慶應元（1865）年 修験 天住院
25 R Y 新知村 男 1 30 2 天保六（1835）年 医 舘   登一
26 R+M Y 新知村 男 1 50 5 天保六（1835）年 僧 ⻤頭徳法
27 R Y 新知村 男 1 25 天保五（1834）年 僧 花井祖法
28 R+M Y 新知村 男 1 25 5 天保六（1835）年 士 富田信正
29 M Y 久米村 男 1 15 明治五（1872）年 農 片山伴七
30 R Y 矢田村 男 1 15 明治五（1872）年 神官 皆州喜太勇
31 R Y 矢田村 男 1 16 明治五（1872）年 僧 村上秀善
32 R Y 富木島村 男 1 25 5 慶應三（1867）年 僧 山口喚牛
33 R Y 富木島村 男 1 23 7 慶應三（1867）年 神官 久野市ノ性
34 R Y 大田村 男 1 20 10 慶應三（1867）年 僧 柴田硯堂
35 R Y 大田村 男 1 30 10 慶應三（1867）年 農 佐治半九郎
36 N 亀崎村 男 1 47 23 明治元（1868）年 商 間瀬彌八
37 R N 亀崎村 男 1 50 20 明治三（1870）年 医 岡本俊造
38 N 亀崎村 男 1 30 19 慶應三（1867）年 僧 岡戸大梁
39 R N 亀崎村 男 1 43 32 明治元（1868）年 医 花房春杏
40 R Y 口長村 男 1 15 2 慶應三（1867）年 神官 伊藤重彦
41 R N 板山村川向 男 2 37 6 慶應元（1865）年 僧 山本徹宗
42 R N 福住村 男 1 31 8 慶應元（1865）年 僧 大村大棟
43 R Y 名和村 男 1 30 10 慶應元（1865）年 僧 伊藤堅隆
44 R+M Y 佐布里村 男 1 46 11 嘉永七（1854）年 医 市川主計
45 R+M Y 佐布里村 男 1 29 7 慶應二（1866）年 医 伊藤好文
46 R+M Y 佐布里村 男 1 116 19 天保十三（1842）年 僧 鰐部快栄
47 R N 乙川村 男 1 42 7 明治元（1868）年 医 榊原英造
48 R N 乙川村 男 1 35 13 明治元（1868）年 平民 杉浦松三郎
49 R N 横須賀村 * 男 1 85 31 文久三（1863）年 神官 坂近江守
50 R N 横須賀村 * 男 1 15 5 万延元（1860）年 庄屋 村瀬彦兵衛
51 R+M Y 養父村 男 1 37 12 弘化三（1846）年 農 成田孫兵衛
52 R Y 奥田村 男 1 30 文久元（1861）年 僧 西川祖隣
53 R Y 上野間村 男 2 50 文久元（1861）年 僧 岩田嶺助
54 R Y 吉田村 男 1 40 10 明治二（1869）年 僧 吉川梅尾
55 R Y 高横須賀村 男 1 49 12 明治四（1871）年 神官 森島隆甫
56 R Y 高横須賀村 男 1 15 5 弘化四（1847）年 医 宮島宗玄
57 R+M N 大井村 男 1 60 慶應三（1867）年 僧 住職弘範




59 R+M Y 荒尾村 男 1 70 5 慶應二（1866）年 農 深谷庄右衛門
60 R Y 荒尾村 男 1 80 4 万延元（1860）年 工 蟹江庄三郎
61 R Y 荒尾村 男 1 10 2 明治三（1870）年 神官 富田岩雄
62 R Y 荒尾村 男 1 150 嘉永五（1852）年 僧 小笠原丁寂
63 R Y 豊岡村 男 1 34 14 明治五（1872）年 僧 伊藤玄思
64 R N 同旧矢梨 男 1 27 14 明治五（1872）年 僧 山田秀寛
65 R N 同旧山田 男 1 23 15 明治五（1872）年 僧 加藤圓隆
66 R N 北方村 男 1 35 3 文久元（1861）年 僧 曽根道明
67 R N 河和村 男 1 86 11 文久元（1861）年 僧 猪飼活門
68 R N 古布村 男 1 45 5 元治元（1864）年 僧 山澤萬光
69 R+M N 浦戸村 男 1 35 3 文久元（1861）年 僧 松川瑞應
70 R N 日間賀島村 男 1 7 4 弘化元（1844）年 神官 大西朗太夫
71 R N 日間賀島村 男 1 12 5 慶應元（1865）年 僧 新美大定
72 R+M N 東阿野村 男 1 39 12 慶應二（1866）年 農 外山徳左衛門
73 N 岩成村 男 1 41 明治五（1872）年 僧 澤田哲山
74 R N 岩成村 男 1 46 9 明治五（1872）年 農 清水宇平
75 N 岩成村 男 1 38 明治五（1872）年 僧 深草哲静
76 R+M N 岩成村 男 1 46 7 明治五（1872）年 農 榊原粂三郎
77 R N 岩成村 男 1 43 6 明治五（1872）年 神官 金澤   族
78 R N 岩成村 男 1 31 明治五（1872）年 僧 石田實音
79 R+M N 岩成村 男 1 69 18 明治五（1872）年 商 竹本茂吉
80 R N 長尾村 男 1 50 10 明治五（1872）年 神官 岩田市太郎
81 R N 緒川村 男 1 13 2 慶應三（1867）年 僧 葺名日制
82 R N 緒川村 男 1 15 4 慶應二（1866）年 神官 鈴木石見
83 R+M N 半田村 男 1 30 20 明治四（1871）年 僧 加藤純常
84 R+M N 半田村 男 1 31 19 明治四（1871）年 農 竹本茂吉
85 R+M N 半田村 男 1 32 20 明治四（1871）年 僧 蒲池恵秀
86 R N 篠島村 男 1 38 12 慶應元（1865）年 僧 久田   巌
87 R+P N 大高村 男 1 150 安政三（1856）年 僧 青木鷲巣
88 R N 日間賀島村 男 1 19 6 慶應元（1865）年 僧 永島玄霖
89 R N 豊浜村 男 1 12 3 明治元（1868）年 僧 茅原田源憲
90 R N 豊浜村 男 1 11 6 慶應三（1867）年 僧 中村玉逢
91 R+M N 豊浜村 男 1 12 3 明治二（1869）年 商 石黒卯兵衛
92 R N 豊浜村 男 1 23 6 明治三（1870）年 僧 長岡諦全
93 R N 豊浜村 男 1 38 4 慶應元（1865）年 僧 百木魯道
94 R N 共和村 男 1 42 15 明治三（1870）年 僧 久田覧道
95 R N 長草村 男 1 23 7 明治三（1870）年 僧 加古宗本
96 R N 大高村 男 1 35 15 弘化元（1844）年 神官 原田近江
97 R N 大高村 男 1 40 20 文政三（1820）年 農 下村鉄藏
98 R N 宮津村 男 1 30 10 安政六（1859）年 神官 新海奈鉄佐
99 R Y 名和村 * 男 1 40 1 慶應元（1865）年 僧 水野秀道
100 R Y 名和村 * 男 1 30 5 慶應元（1865）年 神官 早川権太郎
101 R+M N 矢高村 男 1 83 25 天保十（1839）年 医 舟橋立益
102 R+M N 師崎村 男 1 29 21 慶應元（1865）年 僧 神崎圓田
103 R+M N 生濱村 男 1 13 文久二（1862）年 農 山下惣助
104 R N 旧角岡村 男 1 50 20 慶應元（1865）年 僧 新海秀體
105 R+M Y 新知村 男 1 30 天保五（1834）年 僧 長谷川良山
106 R Y 一色村 男 1 40 7 慶應元（1865）年 医 倉田周伯
107 R Y 内海村旧岡部 男 1 30 5 嘉永元（1848）年 僧 岡本祖關
108 R Y 内海村旧西端 男 1 20 20 文久元（1861）年 医 酒井賢作
109 R Y 内海村旧東端 男 1 80 20 文久三（1863）年 僧 位田黙道
110 R Y 榎戸村 男 1 40 明治三（1870）年 僧 稲葉祖文
111 R+M Y 大野村 男 1 60 40 慶應三（1867）年 僧 河村治市
112 R Y 天興寺村 男 1 20 明治五（1872）年 僧 一色雄保
113 R Y 大草村 男 1 20 明治五（1872）年 僧 野口了知
114 R Y 金沢村 男 1 25 2 明治五（1872）年 僧 服部輪道
115 R Y 金沢村 男 1 12 3 明治五（1872）年 神官 靑木伊蔵
116 R Y 南粕谷村 男 1 20 明治五（1872）年 平民 清水快勇
117 R Y 乙川村 男 1 45 11 明治元（1868）年 僧 關甚右衛門
118 R Y 富貴村 男 1 50 慶應二（1866）年 僧 杉浦旭進
117
知多半島の歴史と現在　No. 25
119 R Y 常滑村 男 1 18 7 慶應元（1865）年 医 平野忠司
120 R Y 西ノ口村 男 1 35 3 明治五（1872）年 僧 磯谷景純
121 R Y 蒲池村 男 1 30 明治五（1872）年 士 加藤喜八郎
122 R+M Y 大野村 男 1 30 20 明治四（1871）年 神官 小田井茂穂
123 R Y 蒲池村 男 1 40 慶應三（1867）年 農 中村右衛門
124 R N 布土村 男 1 25 安政五（1858）年 僧 茸井唯應
125 R N 布土村 男 1 22 明治二（1869）年 僧 茶谷台源
外 － 1 R 澤井町 男 1 慶應二（1866）年 神官 森喜多江
外 － 2 R 七間町 男 2, 女 1 150 天保 12（1841）年 平民 高橋テフ
外 － 3 R 新出来町 女 1 100 元治元（1864）年 平民 中村ツタ
外 － 4 R 日ノ出町 男 4, 女 2（*） 235 133 慶應三（1867）年 士 恒河敬一郎
外 － 5 R 宮町 男 1 170 80 嘉永 2（1849）年 浪人（**） 牧野左右蔵
外 － 6 R 下品野村 女 1 43 18 明治四（1871）年 農 戸田なよ
外 － 7 R 継鹿尾村 女 1 40 平民 保浦ます
外 － 8 R 北棚尾村 女 1 32 文久二（1862）年 尼僧 神谷れい
外 － 9 R 中村 女 1 6 50 明治四（1871）年 伴   たま
外－10 R 挙母村 女 1 平民 平岩のぶ
外－11 R 梅ヶ坪村 女 1 平民 中野ため
＊『日本教育史資料』明治 23 年出版。明治 36 年再版。明治 16 年企画した幕末から明治にかけての私塾・寺子
屋の調査。不完全ながらも重要資料。
＊ 8 巻－愛知県－知多郡－ p.426。R（読書）、R+M（読書と算術）、R+P（読書と和歌）、Y（横須賀陣屋支配）、N（鳴
海陣屋支配）。『愛知県寺小屋一覧』昭和 48 年出版。愛知県教育委員会。
＊「外－＊」は愛知県の寺子屋で女性教師（*）と女性が運営した塾と浪人（**）が運営した塾。知多地区はなし。
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表 5　名古屋の寺子屋職業別個数（深川作成）
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表 4　知多地区の寺子屋職業別個数（深川作成）
